
   良い職場環境 

 工業用電気炉事業と鋳造事業をされている富士電波工業株式会社は、70年の歴史があり、その中で培っ
てきた技術によって3000℃以上の超高温を実現可能にしています。インタビューに先立ち10月に実施した
工場見学では、様々な装置を組み立てる様子やステンレスの鋳造を見学いたしました。インタビューでは
代表取締役社長の横畠俊夫さんにお話をお聞かせいただきました。       （2018年11月16日取材） 

会社概要 

■住所（本社） 
〒532-0033大阪市淀川区新高2丁目4番36号 
（滋賀工場 〒520-3213 滋賀県湖南市大池町8） 

■設立年月 1948（昭和23）年９月 

■企業HP http://www.fujidempa.co.jp/ ■代表者名 
代表取締役社長 
横畠 俊夫 

■資本金 
■従業員数 資本金 ： 3億3650万円 従業員数 ： 135名 ■業種 

製造業：工業加熱設備 
（重電・産業用電気機器） 

＜メッセージ＞ 
 

 自分から求めていく
姿勢を大事にしましょ
う。そして、大学生の
時にしかできないこと
を大切にして、たくさ
んのことに挑戦してみ
てください。 

 
代表取締役社長 
    横畠俊夫さん 

富士電波工業株式会社  
取材学生：横山聖也（理工学部 機械システム工学科 １回生） 

 富士電波工業株式会社は、電気をエ
ネルギー源とした加熱炉の製造と鋳造
事業を行っています。 
 
 富士電波工業株式会社の目標は時代
のニーズに応えながら商品を提供し、
創業100周年、それ以上を目指すこと
です。 
 
 インタビューでは以下の３つのこと
が印象に残りました。 
 
 1つ目は資本金が３億円をこえてお
り、大企業並みであるということです
。従業員数が300人以下ですので中小
企業に分類されていますが、資本金は
中小企業の枠組みから外れています。 
 
 ２つ目はここ10年間で新入社員（入
社して３年以内の社員）の退職が０人
であるということです。作業ペースや 

休憩のタイミング、休憩時間を各自や
各チームに任せているなど自主性を尊
重していることや「さん付け運動」、
有給休暇の消化率が７割を超えている
ことから伺える職場環境の良さが要因
だと思いました。 
 
 ３つ目は社員の方々の意識の高さで
す。工場見学時のステンレスの鋳造で
高温の中、テキパキと連携のとれた動
きをされていることや自主性を大切に
している職場でずっと休憩をとる社員
の方がおられないことからそう感じま
した。 
 
 以上から、自主性を尊重する富士電
波工業株式会社の方針と社員一人ひと
りの高い意識が良い職場環境と企業の
利潤に結びついていると思いました。 


